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特集 平成1 1年度第 2 回総会及び第 7 回研究発表大会開催

平成12年 3 月 14日-16日 名古屋市科学館

平成12年 3 月 14 日(火)から 16 日(木)の問、名古屋市科学

館において、平成11年度第 2 回全科協総会、第 7 回研究発

表大会等を開催しました。

<平成 11年度第 2 回総会>

第 2 回総会の出席館は79館、委任j犬提出館は140館で、「平

成12年度事業計画(案)J ，-平成12年度収支予算(案)J 及び

「平成11年度予算の補正 (案)J について審議され、それぞ

れ承認されました。

加盟館園の状況

1.館圏数

平成12年 3 月 14 日現在

平成 11 年 度 平成 11 年度 内 訳

区 分 第 l 回総会時 第 2 回総会時 増減

(11年6月 30 日 ) ( 12年3月 14 日 ) 入会 退会

正 会員 245 250 5 。 5 

購読会員 21 21 。 。 。

維持会員 31 31 。 。 。

計 297 302 5 。 5 

研究発表大会で基調講演を行う Robert 0. Semper氏
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2. 入退会館圏

平成11年 6 月 30 日 ~平成12年 3 月 13 日

区分 官官 園 名 備考

入会 神戸市水の科学博物館 正会員

福井市児童科学館 正会員

サイエンスワールド 正会員

(岐阜県先端科学技術体験センター)

北陸電力エネルギー科学館 正会員

佐賀県立宇宙科学館 正会員

3 .正会員の設置者別内訳

館園数 (%) 館園数 (%) 

区 分 平成 11 年 度 平成 11 年 度 増減

第 1 回総会時 第 2 回総会時

国 1 国 7 (2.9) 7 (2.8) 。

公 2 都道府県 50 (20.4) 53 (2l. 2) 3 

3 市町村 99 (40.4) 100 (40.0) 1 

4 財団法人 30 (12.3) 30 (12.0) 。

5 株式会社 40 (16.3) 41 (16.4) l 

私 6 イ閏 人 2 (0.8) 2 (0.8) 。

7 社団法人 2 (0.8) 2 (0.8) 。

8 その他 15 (6.1) 15 (6.0) 。

計 245(100.0) 250(100.0) 5 

http://www.jcsm.kahaku.go.jp
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平成12年度 全国科学博物館協議会事業計画

1. 管理運営

事項 内 1f!�: 実施時期 参加者 JZE三h 場 4蒲 考

理事会 -平成12年度は 2 回実施する 。 第 1 回 理事館 第 1 回 第 1 回総会時開催

-第 1 回は平成11年度の事業報告及び収支決算 平成12年 16館 国立科学博物館

報告等について審議する。 6 月下旬

- 第 2 回は平成13年度の事業計画(案)及び収支 第 2 回 第 2 回 第 2 回総会時開催

予算(案)等について審議する。 平成13年 府中市郷土の森

3 月中旬 博物館(予定)

会h八仏、 ~ - 平成12年度は 2 回実施する。 第 l 回 正会員 第 1 回 第 l 回総会時には、

-第 l 回は平成11年度の事業報告及び収支決算 平成12年 維持会員 国立科学博物館 記念講演等を行う。

報告等について審議する。 6 月下旬 購読会員

購読会員には、総会

での議決権はない。

-第 2 回は平成13年度の事業計画(案)及び収支 第 2 回 第 2 回

予算(案)等について審議する。 平成13年 府中市郷土の森

3 月中旬 博物館(予定)

2.事業

(1) 研修事業

内
~ 

fr 備考事 項 実施時期 対象 会場

博物館職員 | 博物館経営に関する資質向上を図|平成13年| 自然科学系|国立科学博物館等|共催

現職研修| るため、生涯学習時代における博物 I 3 月上旬|博物館に勤 I 国立科学博物館

(ミュージアム ・ |館の役割、博物館経営の視点等の講 I (4 日間 |務する管理

マネージメント l 義、討議を行う。 I 程度) I 部門職員等

研修)

学芸員専門研修

(アドノ〈ンスト ・

コース研修)

博物館の現状を幅広い観点から理

解するとともに、資料の収集・保管、

調査研究、展示、教育普及活動等に

ついて専門的、実践的な研修を行う。
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国立科学博物館等

協力東京大学

※管理部門職員

(館長、部課長等)

共催:

国立科学博物館

開設コース:

植物・地学・理工学

海外科学系

博物館視察研修

海外の科学系博物館等における運

営、展示技術、教育普及活動などに

関する知識を深め、博物館の充実、

発展に資することを目的として視察

研修を実施する。

30人程度

平成13年

1 月中旬

(14 日間

程度)

20人~

25人程度

訪問予定館

6 館程度

国立天文台ハワイ

観測所、ビショッ

プ博物館、サンデ

イエゴ航空宇宙博

物館ほか(予定)

訪問地域は年度

毎に、北米大陸、

ヨーロッノマ、オー

ストラリアなど、

地域を考慮のうえ

選定、実施する 0

・ 参加費用

約500 ， 000円
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(2) 連携促進事業

事 項 内 t円許T旨， 実施時期 参加者等 JZE三L 場 イ蒲 考

研究発表大会 博物館活動の充実に資するため、 平成13年 正会員 府中市郷土の森

展示、教育普及活動、研究活動等 3 月中旬 維持会員 博物館(予定)

に関する成果について、発表及び 購読会員

研究協議を実施する 。

共同企画展等 加盟館園て、実施されている巡回 平成12年度 委員10人

調査研究 展「南極展J í数学展」及び「すば 4 月一 3 月 (科学系博物館

る展」、企画展等の笑施状況などに 職員等)

ついて調査を実施する。

科学系博物館に 科学系博物館における展示資 平成12年度 委員22人(予定) 新規

おける教育普及 料 ・ 教育資料を活用した「教育普 4 月 -3 月 (常任委員 12人)

事業に 関する 及事業」の現状と課題、今後の方 (地区委員 10人)

調査研究 向性などについて調査研究を実施

する。

事業に対する 加盟館関や関係機関等が実施す

共催・後援等 る事業で、全科協の設置目的に適

合し、適当と認められる事業に対

し共催、後援を行う。

(3) 広報普及事業

事 項 内 廿，雪宅F 実施時期 備 考

機関誌の発行 機関誌「全科協ニュース」を発行し、加盟 年 6 回発行 A 4 -'I'IJ 12頁程度

館園等を対象として、全科協が行う各種事業 (奇数月発行) 各号の発行部数 1 ， 400部

やその他の諸活動に関する情報を提供し、全 特集記事は、海外科学系博物館視察

科協の事業運営への理解と加盟館園相Eの協 研修報告などを掲載する 。

力関係を促進する。 編集委員会において、掲載記事の検

討など内容の充実を図る。

全科協ホームページ 全科協ホームページの充実を図るため、全 随 時

グ〉 運 営 科協ホームページの内容の充実を行うととも

に、新たにホームページを開設した加盟館園

等のリンク作業を実施する。

入会案内及び 新設の科学系博物館等に対して入会の勧誘 随 時

広 報 活 動 を行うほか、全科協の活動について、自治体

等関係機関、団体及び企業等に対し広〈広報

を行う。

-3-



Vol. 30. No. 3 全科協ニュース

<文部省博物館振興施策紹介及び全科協活動報告>

0文部省博物館振興施策紹介

文部省生涯学習局社会教育課中垣英明室長から「平成

12年度博物館関係予算額(案)J 等の資料に基づき、施策の

紹介がありました。(注)

0全科協活動報告

平成11年度の主な活動について、次のとおり報告が行わ

れました。

①共同企画展等調査研究委員会報告

国立科学博物館普及部佐藤兆昭普及課長から、文部省

委嘱事業「科学系博物館ネットワークを活用した巡回展の

開発 ・ 運営モデル事業」について報告が行われました。

のヰ学系博物館ホームページの総合的な開発 ・ 高度化支援

事業報告

国立科朝専物館普及部普及課志津田嘉康博物館情報専

門官から文部省委嘱事業「科学系博物館のホームページの

総合的な開発 ・ 高度化支援事業」及び「科学系博物館にお

ける標本資料データベースの標準化に関する調査研究」に

ついて報告が行われました。

③海外科学系博物船見察研修にっし、て

平成11年度海外科学系博物餅見察研修について、 斎藤報

恩会自然史博物館斎藤温次郎博物館統括(平成11年度視

察団団長)から、 報告が行われま した。

文部省博物館振興施策紹介を行う中垣室長

調査・企画・デザイン・設計・製作・施工・

監理・運営およびコンサルティング・フ。ロデユース

より良い 「社会交流空間づくり 」 にむけて・・・。

+株式会社丹青社
〒110-0005 東京都台東区上野5-2-2 TEL 03-3836-7221 (代表)

札幌・仙台・新潟・名古屋 ・ 大阪・鳥取・福岡
URL http://www.tanseisha.co.jp 
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<第 7 回全科協研究発表大会>

研究発表大会では、「生涯学習社会における科学系博物館

ネットワークの役害リ」をテーマに、国内外の博物館におけ

る科学系博物館ネットワーク活動などの実態を比較等して

いただくため、国際シンポジウムを次のとおり開催しまし

た。参加人数は約150人でした。

0基調講演

・科学系博物館を中心とした環境学習ネットワークの構築

について

ミュージアムパーク茨城県自然博物館館長中川 志郎

. ネットワーク世界における科学系博物館の儲リ

米国エクスプロラト リ アム 副館長 Robert]. Semper 

0事例発表

・ 科学センターのネットワーク:時折の楽しみとパックグ

ラウンド雑音ネットワークからより多くのものを得るに

はどうするか

シンガポール科学センター館長 Chew Tuan Chiong 

-科学博物館ネットワークを活用した巡回展の開発・運営

モデル事業

国立科学博物館普及課長佐藤兆昭

.科学系博物館のホームページの総合的な開発・高度化支

援事業

国立科学博物館普及課博物館情報専門官志津田嘉康

. エテ、、ュテインメント性豊かな学習フ。ログラムの構築

南関東地域での事例一

神奈川県立生命の星・地3制導物館館長漬田隆士

美術

はく製

〈各種生物〉

剥製・骨格標本・レプリカ

加工/販売/リース

語東洋近代美術研究所
製作所干 272-0816 直通告047 -337-5678

千葉県市川市本北方2-18-1 fi'047 • 337-5883 
FAX 047-338-1978 

本社 干272-0834 千葉県市川市国分5-3-25 fi'047-374-1564 
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懇親会-ASPAC 会議のメンバーと一

-科学センターのネットワーク:計画・評価・展示におけ

るf支割

オース ト ラリア国立科学技術センター館長

Annie V. Ghisalberti 

- 出前科学実験ショー名古屋市科学館を拠点にして

名古屋市科学館館長樋口敬二

. 中国科学技術博物館と同館における多様な科学技術激育

の活動

中国科学技術博物館副館長 Liu Jidong 

. 海をテーマとした生涯学習ネッ ト ワークの構築について

鳥羽水族館企画室長中村元

.科学系博物館と大学の連携について

科学系博物館活用ネットワーク推進事業「大学と科学

系博物館が連携した青少年向け科学実験モテ》の開発と

普及事業」を終えて一

早稲田大学理工学部技術総腕E 粛藤泰秀

.地域から利用きれる博物館を目指して

滋賀県立主語湖博物館統括学芸員布谷知夫

・ 動物園水族館活用ネットワークの構築について

マ リ ンピア松島水族館館長西保正義

(注)文部省博物館振興施策紹介の資料 「平成12年度博物館

関係予算額(案) J 及び研究発表大会の報告書は別途加

盟館園に送付し ますので、詳しくはそちらをご参照〈

ださい。
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<施設見学>

3 月 16 日には、 トヨタ博物館、産業技術記念館の施設見

学を行いました。

当日はあいにくの悶でしたが、全科協加盟館園からは約

40名の参加、また、研究発表大会の国外発表者のほか、

ASP AC (Asia Pacific N etwork of Science and 

Technology Centres :アジア太平洋地樹ヰ学館協会)会

議出席者の参加もありました。

トヨタ博物館では、稼働できるように整備されたたくさ

んの車両の展示が非常に印象的でした。 また、 1999年 4 月

に開館した新館では、日本のモータリゼーションの歩みと

生活文化の変遷を展示する常設展等を見学しました。

産業技術記念喧官は、旧豊田紡績材土工場に残されていた

建物を貴重な遺産として生かしながら設立きれたもので、

主に紡績機械や自動車の製造技術について展示されていま

す。 展示されている繊維機械はすべて稼働させることがで

きるそうで、施設見学の際も実際に動いている機械の姿を

見せていただくことができました。

スケジュール的には非常に忙しい施設見学となってしま

いましたが、 二つの施設を見学することができ、有意義な

ものになったのではないかと思います。

施設見学 トヨタ博物館一

施設見学一産業技術記念館にて糸車を体験一 施設見学一産業技術記念館
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ミュージアム・シヨツ7向/教育用地学標本
地学標本(化石・鉱物・岩石)
古生物関係模型(レプリカ)

|大英博物館/恐竜復元模型

.常設ショ ルム!紀伊国屋書店新宿本店 lF TEL.03(3354)0 131(代表)

額東京廿イヱンス
〒 151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷5-8-2 イワオアネックスビル

TEL.03 (3350) 6725 FAX 03(3350)6745 
E-mail:science@oak.ocn.ne.jp 

感じる科学

ス Vol. 30. No. 3 

COlORATA~ 

ミュージアムグッズの企画・制作・販売・輸入E
力口ラータ株式会社 . 

本計企画宰 宮車部碕討管理部

〒 IDIDDIIII 東京都台東区准申崎lIlí'IC1丙耳ヒル 干~車京都，工車区大旦--
Ir ..... I:J3 ... :IID_.ÆI11.1:~ .. D.... ___  ...... ， 、 DItJ.1lßI!J[:DDl

※世界の化石・

鉱物・恐竜・化石

人類・動物骨格

標本及び模型の

輸入専開業者 テ ィ ラノサウルス . REX

額ゼネラルサイエンス
コーポレーション

〒107-0052 東京都港区赤坂 3 -11- 14 赤坂ベノレゴビ/レ802

TEL 03 (3583) 0731代表 FAX 03 (3584) 6247 
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海外

米ボルチモアで、小児歯科に関連した企画展が開催中

アメリカの多くの子ども博物館で、子どもを対象とした

歯の健康普及を目的とした参加型展示(参考 ・ト ータノレメ

ディア開発研究百庁編『チルドレンズ ・ ミュージアム.d] 1998 

年刊)か設けられており、早いうちから歯の健康を守るこ

とに熱心なアメリカ社会の一端を垣間見ることができる。

現志メリーランド大学サミュエル・ D. ハリス歯科学博物

館(ボルチモア)で、 20"世紀における小児歯科の発展を紹

介した企画展が開催されており、口』百軒生の重要性、アメ

リ カにおける歯科学の歴史などが紹介されている。同展で

は、子どもも観覧者の対象者に含まれ、子ども向けに歯科

診療院を再現した展示コーナーや歯の健康に関連した児童

書を集めた静かな図書コーナーが設けられている。子ども

のサイズにあわせてつくられた歯平斗診療室では、子どもた

ちは歯医者さんこ、っこの遊びをしながら、歯磨きの重要性

が理解できるようになっている。会期は2002年1月 まで。

Dr. Samuel D. Harris N ational Museum of Dentistry 

米口ーリーで、「エクスプローリス」が開館

1999年10月に「エクスプローリス」が、ノースカロライ

ナチト|ローリーに開館した。同館は、青少年を対象に、世界

の多くの人々との良好な関係を育てるために設けられた子

ども博物館である。 21世紀のめまぐるしい社会変化に対応

できる若い人材を育てることを基本的な考え方としている。

最新のマルチメディア技術と、参加性が高い展示および教

育フ。ログラムを通じて、地E枯財莫での経済、環境問題、イ

ンターネットを使ったコミュニケーション、運輸における

技術的発展、文化の多様性(diversity) と流動性などにつ

いての理解を促すことを試みている。延べ面積 : 7, 900m'o 

総工費: 4 ， 000万ドノレ。 Exploris

アメリカ自然史博物館で、地球と宇宙の展示ホールが完成

ニューヨークのアメリカ自然史博物館で、数年にわたっ

て続いていた総工費 2億1 ， 000万ドルの拡張工事が幣わり、

このほど地球を紹介した常設展示ホールと宇宙を紹介した

常設展示ホーノレか幸庁たにオープンした。またニューヨーク

市民に長〈愛きれたハイデマン ・ プラネタリウムも大々的

に改装されてオープンした。

コーニング・ガラス博物館に、新しい常設展がオープン

アメリカの代表的なかラス製造メーカーであるコーニン

二L ス
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グ杜によって設立されたコーニング ・ 朽ス博物館(ニュ

ーヨーク州コーニング)に、総額6 ， 200万ドルをかけた拡張

工事により、新しい常設展示施設 '7ゲラス ・イ ノベーショ

ン・センター」が、 1999年 6 月にオープンした。同センタ

ーは 3 つの展示室によって構成されている。「ウインドーズ・

ギャラリー」では、板カ、、ラスの製造の歴史が沼介され、「オ

プティックス・ギャラリー」では、レンズの歴史が畑介さ

れている。また「ヴ、ェシルズ ・ ギャラリー」では、生活道

具としてのかラス器の歴史が紹介されている。

ロンドン科学博物館のコソンズ館長が勇退

ロンドン科学博物館のニール・コソンズ博士が2000年 6

月に勇退する。後任にカナダのロイヤル・オンタリオ ・ ミ

ュージアム (Royal Ontario Museum) のリンゼー・シ

ャーフ。館長(イギリス生まれ)か就任する予定である。欧

米の博物館では、ここ数年、外国からマネジメントで有能

な館長を館のトップに迎えることが多くなってきている。

1999年には、オーストラリアのビクトリア博物館(メルボ

ルン)は、カナ夕、、からジョージ ・ F ・ マクドナルド氏を、

同館のトップに迎えた。 同氏は、カナダの国立カナ夕、、文明

博物館で1983年より 1998年まで最高佐営執行者 (CEO) を

つとめた。米国マサチューセッツ工科大学(ケンブリッジ)

でも、MIT博物館にイギリスのケンブリッジ大学のフイツ

ツウィリアム博物館よりメアリー ・リ ーン氏を館長に迎え

た (1997年)。一方、 マレーシアのクアランプールで'1999年

に開館したペトロサインズ ・ ディスカパリー・センターも、

1998年にオーストラリアの 「クェスタ コンJ (キャンベラ)

からジェフリー・スノードン氏を館長に迎えた。同氏は、

クェスタコンの館長を 12年つとめ、世界の科学博物館の間

ではその栓営手腕を高く評価されている人物であり、現庄

東アジア ・太平洋圏の科学博物館で構成する ASPAC の重

要なメンバーでもある。今までは、研究員による留学や研

修といったことが多かったが、今後はこうした館経営トッ

プの動きもひんぱんになってくると予想されている。いつ

の日にか、日本の博物館でも外国籍の館長が、常勤として

外国から招かれるかも知れない。

英ブリストルのエクスプロラトリーが廃館

イギリスの最初の科学館「エクスプロラトリー」が、経

営難により、ついに 1999年 9 月にその20年の歴史を閉じた。
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MAGDAがホームページを開設

英国の博物館・ノてリアフリー協会 MAGDA カえ 4 月 17

日にホームページを開設した。

http://www magda.org.ukj 

新しいホームページ

Bergbaumuseum. K1agenfurt Austria 

www.bergbaumuseum.atj 

Danish Museum of E1ectricity Bjerringbro Denmark 

www.e1mus.dkj 

Dr.Samue1 D. Harris Nationa1 Museum of Dentistry. 

Ba1timore USA www.dental.umary1and.edujdental/ 

ロlUseu町1

Estonian Maritime Museum. Tallinn Estonia 

www.ta11inn.eejmeremuuseumj 

Exp1oris. Ra1eigh U.S.A. 

www.exp1oris.orgj 

Haus der Natur. Sa1zburg Austria 

www.sa1zburg.co.atjhausdernaturj 

Koh1 Chi1dren's Museum. Wi1mette U.S.A. 

www.koh1chi1drensmuseum.org 

Landesmuseum fur K1agenfurt. Austria 

www.buk.ktn.gv.atj1andesmuseumj 

Lithuanian Aviation Museum. Kaunas Lithuania 

www.lam.ltj 

McMurdo Historica1 Society McMurdo Station 

Antartica www.mcmurdohistory.orgj 

Movarian Museum. Brno Czech www.mzm.czj 

Musee des te1ecomunication Le Radome. 

P1eumer-Bodou France www.te1ecom-museum.comj 

Musee E1ectropo1is. Mu1house France 

www.hrnet.frj E1ectropo1isj 

Museo N aciona1 de Co1umbia. Bogota Co1umbia 

wwww.museonacional.gov.coj 

Museon. Den Hague Netherlands 

www.museon.n1j 

Museum Geyerhammer. Scharnstein Austria 

www.welcome.tojmuseum.geyerhammer 

Museum of New Zea1and Te Papa Tongarewa. 

Wellington New Zea1and www.tepapa.govt.nzj 

Nationa1 Maritime Museum. 
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Wellington New Zea1and www.nzmaritime.orgj 

N ationa1 Museum of the History of Science & 

MedicineLeiden Nether1ands 

www.museumboerhaave.n1j 

N ationa1 Rai1 Museum. De1hi lndia 

http://rai1museum.com/ 

N ationa1 Technica1 Museum. Prague Czech 

www.ntm.czjauvod.htm 

Natura1 History Museum. Maastricht Netherlands 

www.nhmmaastricht.n1j 

N aturhistorisk Museum. Aahus Denmark 

www.naturhistoriskmuseum.dkj 

North Sea Museum. Hirtsha1s Denmark 

www.north-sea-museum.dkj 

Norwegian Te1ecom Museum. Oslo Norway 

www.te1enor.nojte1emuseumj 

Steiermaekisches Landesmuseum J oanneum. 

Graz Austria www.museum-joanneum.atj 

Te1ephone Museum. Hellerup Denmark 

www.te1efonmuseet.dkj 

Texti1e Museum. Ti1burg Nether1ands 

www.ti1burg.n1jtextie1museumj 

Tey1ers Museum. Haarlem Netherlands 

www.tey1ersmuseum.n1j 

Tiro1er Landesmuseum Ferdinandeum. 

lnnsbruck Austria www.tiro1er-1andesmuseum.atj 

Toyen University Natura1 History Museums. 

Toyen Norway www.toyen.uio.nojtoyensiderj 

University of Amsterdam Computer Museum 

N ether 1ands www.science.uva.nl/facu1 tei tjmuseumj 

University of Delft Techno1ogy Museum. 

N ether 1ands. www.museum.tude1ft.n1j 

Utrecht University Museum. Netherlands 

www.museum.ruu.n1j 

Vi1jandi Museum. Vi1jandi Estonia 

www.muuseum.vi1jandimaa.eej 

World of G1ass. St. He1ens U.K. 

www.wor1dofg1ass.comj 

*安井亮事務所: Fax.042-736-5916 

E-mai1:zakvaran@pop12.odn.ne.jp 



Vol. 30. No. 3 全科協ニュース

5月6月の特別展
釧路市青少年科学館

特別展「木のおもちゃ展」

岩手県立博物館

第50回企画展「岩手の経塚」

5 月 3 日 -5 日

3 月 22 日 -5 月 7 日

テーマ展「骨か語る動物たちのかたち」

久慈暁E自博物館

「新収蔵資料展」

陸前高田市海と貝のミュージアム

「流氷の天使 ・ クリオネ」展

秋田県立農業科学館

6 月 6 日 -8 月 27 日

4 月 22 日 -7 月 11 日

3 月 17 日 -5 月 31 日

時代(とき)をこえて、古具に生ける

熱帯植物展

5 月 3 日 -5 月 7 日

5 月 16 日 -6 月 4 日

トロピカルフ/レーツ展 6 月 6 日 - 18 日

ミュージアムパーク茨城県自然博物館

企画展「シーボルトの愛した日本の自然」

工業技術院地質調査所地質標本館

中部地方地質情報展

3 月 18 日 - 6 月 18 日

「中部地方の鉱物資源 ・ 名古屋市周辺の窯業原料」

5 月 1 日 -5 月 30 日

「地球化学園・名古屋から見える火山・重力で見える地球

の内音~J 6 月 1 日 -6 月 29 日

つくばエキスポセンター

つくば科学万博15周年記念特別展

「サイエンストイ J 4 月 4 日 -5 月 28 日

「つくば科学万博メモリアル展J 4 月 4 日 -7 月 30 日

「あそんでためそう! 七つの体験、感覚ひろば」

6 月 1 日 -7 月 18 日

栃木県立博物館

世界遺産登録記念特別企画展「聖地 日光の至宝」

4 月 18 日 -6 月 4 日

群馬県立自然史博物館
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企画展「ちび、っこ恐竜来る」

狭山市立博物館

3 月 11 日 -5 月 14 日

'SAYAMA の埋蔵文化財展づ邑去 ・ 現荘そして、未来

ノ\一一」 3 月 18 日 -6 月 18 日

入間市博物館

"99 ワイルドライフ写真大賞展J 4 月 22 日 -5 月 31 日

浦和市青少年宇宙科学館

「日本の科学者の歴史」展

埼玉県立自然史博物館

4 月 16 日 -6 月 28 日

企画展「埼玉の植物とその分布J 12月 16 日 -6 月 11 日

NHK 放送博物館

企画展「放送開始75周年展J 2 月 2 日 -5 月 28 日

国立科学博物館

特別企画展 '20-世紀の国産車」 3 月 18 日 -6 月 4 日

企画展「第16回植物画コンクール入選作品展」

国立科学博物館筑波実験植物園

企画展「クレマチス展」

交通博物館

4 月 29 日 -5 月 28 日

5 月 9 日 -6 月 4 日

「ふり返ればそこに青春!! 旅行ポスター浪漫展」

3 月 18 日 -5 月 14 日

東武博物館

特別展「特急スペーシア就役10周年記念展J (仮称)

5 月 30 日 -7 月 2 日

舶の科学館

海洋ウィークフェスティパル「ワールド シー

ワールド、春J 4 月 29、 3 0 日、 5 月 3 日 -7 日

東京農工大学工学部附属繊維博物館

「大正 ・ 昭和の紙識の世界J -中西式電子紋織物~

5 月 24 日 - 28 日

横浜こども科学館

企画展「光のふしぎ~ホログラフィ 2000J

5 月 2 1 日 - 7 月 9 日

馬の博物館
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春季特別展「旅一馬と人 浮世絵にみる東海道と木曾街

道の旅」

上越市立水族博物館

春季特別展 「グッ ピー展」

新潟県立上越科学館

サイエンス広場

富山市科学文化センター

4 月 22 日 -5 月 28 日

4 月 22 日 -5 月 28 日

5 月 3 日 -7 日

特集展示 「収蔵品が苦苦る富山の自然」

4 月 22 日 -5 月 28 日

企画展「アイテゃア浮かぶキヰ学の広場」

6 月 11 日 -6 月 25 日

立山カルデラ砂防博物館

特別展「安政の大災害古絵図展J 4 月 26 日 -5 月 7 日

岐阜県博物館

資料紹介展「はくせいはうんちしない~きるやきつねの

巻-J 4 月 8 日 -6 月 11 日

中津川市鉱物博物館

第 5 回私の展示室「草木漫歩一写真とうたで綴る植物」

6 月 4 日 -7 月 9 日

名古屋市科学館

特別展「宇宙展2000- きあ始めよう時空の旅」

3 月 18 日 -5 月 14 日

トヨタ博物館

特別展「自動車をつくり育てた人たち」

和歌山市立こども科学館

-7 月 30 日

特別展「磁石の不思議」

倉敷市立自然史博物館

3 月 25 日 -5 月 5 日

ユース

特別陳列「絶滅危倶植物展」

兵庫県立人と自然の博物館

Vol. 30. No. 3 

4 月 1 日 -5 月 3 1 日

「絶滅一地球生物の過去・現在 ・ 未来一」

吉備高原ニューサイエンス館

特別展「くるまとあそぶ」

2 月 19 日 -6 月 18 日

4 月 29 日 -5 月 7 日

巡回展「科学遊園J (エネルギーと遊ぶ“科学のスポーツ

広場1 6 月 8 日 -7 月 30 日

広島市ニども文化科学館

「科学遊園」

「ありがとう 20年記念展」

広島市江波山気象館

4 月 29 日 -5 月 31 日

5 月 3 日 -5 月 3 1 日

気象記念日企画展「風と遊べ!おもしろカイトの世界展」

6 月 1 日 -7 月 2 日

徳島県立博物館

「藍技と意匠の美 J 4 月 18 日 -5 月 21 日

愛媛県総合科学博物館

館蔵品展「海の森海藻の世界J 3 月 19 日 -5 月 7 日

防府市青少年科学館

「未来の科学の夢絵画展J 4 月 29 日 -5 月 21 日

特別展「すばる展J 6 月 1 日 -7 月 16 日

鹿児島県立博物館

企画展「のぞいてみよう街の自然J 4 月 28 日 -6 月 25 日

九州エネルギー館

特別展環境画(油絵) 6 月 3 日 - 18 日

佐賀県立宇宙科学館

企画展示 「からく りおもちゃ箱J 4 月 29 日 -5 月 7 日

展示更新
神戸市水の科学博物館

[展示室名] テーマシアター、ウォーターサイエンスゾー

ン、水とくらしのゾーン、 7.Kと環境・生命のゾーン

[主なコーナー (展示物)の名称] ハイブリッド3D シアタ

一、アクアイリュージョ ン

[要誘庁の展示面積] 700m' 

[オープンの期日] 平成12年 4 月 2 日

[準備期間] 平成11年12月 1 日~平成12年 4 月 1 日

[担当業者] 設計 ・ 施工 ・ 側電通展示:鮒ゼニヤ

[総工費] 300 ， 000 ， 000円
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一全科協情報一

0巡回展について

平成12年度(平成12年 4 月一平成13年 3 月)の開催予定

は次のとおりです。

「ふしぎ大陸南極展」

鳥取県立博物館 4 月 21 日 -5 月 21 日

むつ科学技術1館 5 月 27 日 -7 月 16 日

札幌市青少年科学館 7 月 24 日 -8 月 20 日

稚内市青少年科学館 8 月 24 日 -9 月 5 日

秋田大学附属鉱業博物館 10月 7 日 -11月 26 日

出水市、ソル博物館 12月 8 日 - 1 月 3 1 日

神奈川県立生命の星 ・地球博物館 2 月 10 日 -3 月 25 日

「数学と遊ぽうーかたちと数のワンダーランドー」

福岡県青少年科学館 4 月 22 日 -5 月 14 日

東金こども科学館 5 月 20 日 -6 月 18 日

千葉県立現代産業斜学館 6 月 23 日 -7 月 30 日

目立シビックセンター科学館 8 月 5 日 -9 月 10 日

横浜こども科学館 9 月 15 日 -10月 9 日

山梨県立科学館 11月 7 日 -26 日

浦和市青少年宇宙科学館 12月 15 日 - 1 月 15 日

所沢航空発祥記念鵡 1 月 25 日 -2 月 25 日

三重県立みえこどもの城 3 月 5 日 -4 月 10 日

「すばる望遠鏡一宇宙を探る新しい眼」

防府市青少年科学館 6 月 1 日 -7 月 15 日

国立天文台 7 月 21 日 -8 月 6 日

広島市こども文化科学館 8 月 13 日 -9 月 3 日

大阪市立科学館 9 月 9 臼 -10月 5 日

所沢航空発祥記念嘩 10月 10 日 - 11月 5 日

浦和市青少年宇宙科学館 11月 15 日 -12月 15 日

日立シビックセンター科学館 12月 20 日 - 1 月 21 日

葛飾区郷土と天文の博物館 1 月 27 日 -2 月 18 日

福岡県青少年科学館 2 月 24 日 -4 月 4 日

なお、平成13年度の「数学と遊ぼう J ，-すばる望遠鏡」の

開催については現庄調整中です。開催の希望がある場合は

お早めにお申し出ください。
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Oミュージアム・マネージメント研修について

博物館栓営に関する資質向上を図るため、博物館の現ポ

を幅広い観点から理解するとともに、博物館の管理 ・ 運営

に関する専門的 ・ 実践的研修を行いました。

期 日:平成12年 2 月 28 日 -3 月 3 日( 5 日間)

会 場:国立科朝専物館ほか

対 象:白期ヰ学系博物館等の管哩部門職員など

参加人数 : 49名 (24都道府県、 45館)

研修では、有馬朗人元文部大臣による特別講演「博物館

に求められるもの」のほか、有識者による講義が行われま

した。また、最終日には現地研修として、江戸東京博物館

で「降雪博物館の運営努力と展示の評価 ・リ ニューアル」

と題して、降雪博物館の運営上の課題、来館者調査等の展

示評価について研修を行いました。

0ホームページ活用研修会について

科学系博物館の総合的な開発 ・ 高度化支援事業として、

ホームページの基礎知識ん作成から公開までに関する研修

会(初級)を東京、大阪、福岡地区の 3会場で実施しまし

た。

-東京地区

期間:平成12年 2 月 16 日 - 18 日 受講者 : 22人

. 大阪地区

期間 :平成12年 1 月 19 日 -21 日 受講者 : 15人

. 福岡地区

期間 . 平成12年 3 月 8 日 -10 日 受講者: 10人

全科協ニュース編集委員会

NHK放送博物館 チーフディレクター

滋賀県立琵琶湖博物館展示科長

ミュージアムパーク茨城県自然史博物館

河野光子

高橋啓一

資料課長都賀和男

国立科学博物館普及部普及課長

国立科学博物館普及部普及課専門職

全科協事務局
国立科学博物館普及部普及課森田淳鈴木千絵

Tel.03-5814-9857 ・ 9858 Fax.03-5814-9898 

発行日平成12年 5 月 1 日

発行全国科学博物館協議会。

佐藤兆昭

原田紀子

<iil>1l0-8718 台東区上野公園7-20 国立科学博物館内
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